
　山形県の秋と言えば…「芋煮会！」ということで、保育園でもクッキングをして庄内風の芋煮汁を作りました。

　さくら組とゆり組は長ネギと人参を包丁で切って、里芋の皮をむきます。

まな板の上でコロコロ転がる長ネギは「え、難しそう」という声も聞かれまし

たが、ボランティアのおうちの人にも手伝ってもらいながら慎重に包丁で切っ

ていました。

里芋はつるんと簡単に皮がむける部分と、「かったいなぁ」と少し力を入れる

部分がありましたが、「皮残ってるとおいしくないよね、おいしく食べたいか

らね」と丁寧にむいていました。「見て、手ねばねば」「糸出る」と触って感

じたことを伝え合う姿もあり、食材に触れたからこその気づきを大切にしたい

と思いました。

　ちゅうりっぷ・うさぎ・りす・ひよこ組も、白菜とこんにゃくをちぎるのを

見たり手伝ったりして、「こんにゃくムニムニ」「くさいくさいだね」（←野

菜のうたで、白菜はくさいくさいくさい♪とうたうからでしょうか）と楽しみ

ながら、みんなで芋煮汁作りをしました。

当日は天気もすっきりと晴れて、外での『芋煮会』を楽しむことができました。

「おいしいね」「里芋やわらかいし、人参も白菜もいい感じ」とみんなで作った『芋煮汁』は格別の味だったようです。

地域ならではの季節の行事や旬の味を、これからも大切に伝えていきたいと思います。 紹介します

♪芋煮汁のうたの上郷保育園バージョンを作って手遊びも楽しんでいます。 　　　♪芋煮汁のうた♪

　 　（いとまきのメロディーで）
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